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女性部　各支部視察研修を実施

GPS基地局設置に伴う
　　　　ホクレン説明会　開催
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　2019年産小麦の収穫作業が7月16日から雨竜地区で始まった。
　5月下旬以降の好天や高温の影響で例年より生育が早まっており、昨年に
比べると約1週間ほど早い収穫作業の開始となった。同日より出荷も始まっ
ており、当JAの広域小麦・大豆乾燥調製貯蔵施設では連日集荷・乾燥調製作
業が忙しく行われている。
　農産課 斉藤基課長は、「品質については、干ばつが影響しやや細麦だが、
昨年に比べると順調に生育しており収量も多くなる見込み」と話す。

JAきたそらちでは、ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！ ぜひ、ご覧ください！

～目　次～

ホームページ Facebook

集荷は 8 月上旬まで続く 小麦の収穫作業風景



（ⓒよい食P）

（ⓒよい食P）

　７月4日、空知地区水稲直播連絡協議会が主催する水稲直播の現地研修会が開催された。

参加したのは、空知管内で水稲直播栽培を実施する生産者63名で、北中空知班と南中・南々空知班の2班

に分かれて空知管内の直播圃場を視察した。

　「湛水直播」がテーマの北中空知班は現地研修を実施し、深川市が試験展示圃を設置している深川市農業セ

ンターを訪れた。空知農業改良普及センター北空知支所の田村光彦氏が、同センターで栽培試験中の水稲直

播用新品種「えみまる」と「ほしまる」の生育状況を苗立率などから比較し、「えみまる」の特徴を説明した。

田村氏は「今年は昨年よりも生育状況が良く、追肥も適期に行えたので順調だ」と話す。　参加者は日頃抱

えている悩みなどを普及職員に相談した。同市の後は、JA北いぶき管内（妹背牛町）とJA新すながわ管内(奈

井江町)の2圃場を視察した。

　圃場での現地研修を終えた2班は、岩見沢市の空知農業会館で合流し、検討会を開いて視察した圃場の講

評及び販売単価や適切な播種量等について活発な意見交換が行われた。

【米穀課　松田】

空知地区水稲直播連絡協議会による現地研修会

　7月17日、拓殖大学北海道短期大学 農学ビジネス学科の1年生35名が当JAの青果部野菜

集出荷施設と深川マイナリーの施設見学を行った。同大同学科では広く農業を知るという目的

で、毎年1年生のゼミナールの一環として施設見学を行っている。

　青果部野菜集出荷施設では青果部青果課の川本雄太主査が施設内を案内し、管内で栽培されている青果物の

種類や同施設で行われている共選の仕組みなどについて説明した。その後は深川マイナリーに移動し、深川支

所米穀施設課の岡林良幸課長が同施設内の設備や出荷された籾米が玄米になるまでの工程などを説明した。

　「大学から見えるJAの施設をさらに身近に感じることが出来た。農業者やJA職員などが苦労して農産物

を集出荷していることを知り、見学を通して食に対するありがたみを考えさせられた」と感想を述べる学生

もいた。

　7月5日には、両施設で深川小学校と北新小学校の児童による施設見学も行われた。

JA施設見学拓殖短大1年生による

販売部販売部
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　7月7日、まあぶ公園特設会場で「まあぶフェスタ2019」が開催された。会場には市内の飲食店

などが屋台を出店し、当JA女性部は北海道で唯一栽培されている黒米『きたのむらさき』を使用し

たちらし寿司180食を販売した。また当JA多度志加工部会が笹団子の販売、青果部が一回200円

できゅうりとピーマンの詰め放題を出店し好評を得た。

　ステージで行われた紅白玉入れ大会や大抽選会には家族連れなど多くの来場者が参加し、会場は終

始賑わいを見せた。

【営農企画課　石野】

まあぶフェスタ2019

青果部

　6月30日、深川市道の駅ライスランドふかがわで「大誕生祭2019」が開催され、同道の駅内の当

JA農産物直売所eciRでは、きゅうりとピーマンの特価販売などを行った。オープン前から直売所の外

には行列ができ、この日準備したきゅうり128㎏、ピーマン75㎏が完売するほどの盛況ぶりで、店内

は終日賑わいを見せた。eciR内テイクアウトコーナー「TEMARI」では、カラフルで見た目がかわいい

と評判の「フルーツ酢ドリンク」を通常より50円引きで販売し、こちらも大好評だった。

　ご来店いただきましたお客様に、心より感謝申し上げます。

【青果課　浅沼】

青果部
ライスランドふかがわ「大誕生祭2019」

農　業
振興部
農　業
振興部
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JAきたそらち精米施設にて

田中酒造(株)亀甲蔵にて

和菓子処 つくし牧田にて
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６
月
27
日
、
28
日
に
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
の
支
部
長
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

本
来
８
名
の
支
部
長
が
参
加
す
る
研
修
で
す
が
、
５
〜
６
月
の
高
温
に
よ
り
青
果
物
の
生

育
が
進
み
、
家
業
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
欠
席
さ
れ
た
方
も
お
り
５
名
で
研
修
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
ス
タ
ー
ト
に
、
６
月
か
ら
稼
働
し
て
い
る
「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
精
米
施
設
」
を
見

学
し
ま
し
た
。
石
抜
き
・
精
米
・
選
別
と
進
み
、
異
物
を
抜
く
装
置
を
２
度
、
３
度
と
通

り
製
品
へ
。
精
米
機
で
は
３
段
階
の
摩
擦
で
胴
割
れ
を
少
な
く
、
無
洗
米
加
工
で
は
、
今

流
行
り
の
「
タ
ピ
オ
カ
」
を
使
用
し
糠
を
取
り
除
く
と
い
う
「
米
に
優
し
い
」
製
造
方
法

で
し
た
。
以
前
の
施
設
よ
り
短
時
間
で
大
量
の
製
品
が
で
き
る
こ
と
で
、
職
員
の
皆
さ
ん

の
労
働
時
間
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
次
に
、
小
樽
市
内
に
あ
る
「
田
中
酒
造
（
株
）
亀
甲
蔵
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
産
米
を
１
０
０
％
使
用
し
た
地
酒
造
り
を
一
年
中
行
っ
て
お
り
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら

酒
米
「
彗
星
」
を
出
荷
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
店
内
で
は
製
造
工
程
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
本
醸
造
の
も
の
は
50
％
、
米
１
粒
が
ほ

ぼ
半
分
に
な
る
ま
で
に
精
米
す
る
こ
と
で
雑
味
の
な
い
飲
み
や
す
い
お
酒
に
な
る
そ
う
で

す
。
そ
の
時
に
出
来
た
「
赤
糠
」
は
漬
物
用
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白
糠
」
は
米
粉
と
し
て
捨
て
る
こ
と
な

く
使
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
翌
日
は
、
同
じ
く
小
樽
市
内
に
あ
る
和
菓
子
処 

つ
く
し
牧
田
に
お
い
て
和
菓
子
の
「
練

り
き
り
」の
製
作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。用
意
さ
れ
た「
餡
玉
」か
ら「
菊
」「
紫
陽
花
」「
桜
」

の
３
種
類
を
作
り
ま
し
た
。「
綺
麗
な
丸
に
な
ら
な
い
」、「
箸
を
用
い
て
付
け
る
線
の
幅

が
広
い
」、「
狭
い
」
な
ど
の
声
が
飛
び
交
い
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
。
簡
単
そ
う
に
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
最
後
に
作
っ
た
「
桜
」
は
丸
い
玉
に
５
枚
の
花
び
ら
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
線
を

入
れ
る
の
で
す
が
、
５
等
分
に
均
等
に
線
を
付
け
る
の
が
難
し
く
、
６
枚
に
な
る
人
も

…

。
教
え
て
く
れ
た
店
長
さ
ん
か
ら
「
５
枚
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
桜
、
６
枚
は
八
重
桜

と
思
え
ば
、
そ
れ
も
ア
リ
で
す
」
と
笑
い
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
い
ま
し
た
。

　
宿
泊
先
で
は
、
最
近
の
異
常
気
象
の
話
し
に
な
り
３
年
前
や
昨
年
の
水
害
、
雷
が
田

ん
ぼ
に
落
ち
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
北
竜
の
方
は
以
前
竜
巻
に
遭
遇
し
、

慌
て
て
逃
げ
難
を
逃
れ
た
こ
と
な
ど
皆
さ
ん
が
体
験
し
た
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

改
め
て
天
災
の
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
２
日
間
楽
し
く
学
び
、
笑
い
、
大
切
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
支
部

長
間
の
親
睦
も
深
ま
り
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
大
変
有
意
義
で
楽
し

い
時
間
を
共
有
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Ａ
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支
部
長
研
修

農　業
振興部
農　業
振興部
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　女性部各支部では、毎年この時期に視察研修を行っており、個人では中々行くことの出来ない場所

での体験を女性部活動や農作業に活用しています。

※音江支部は広報誌9月号に掲載、一已支部、納内支部、北竜支部の3支部は秋作業後に実施次第広報

誌に掲載します。

千歳市　

航空自衛隊千歳基地・新千歳空港・キリンビール

千歳工場を見学

農　業
振興部
農　業
振興部

女性部各支部
視察研修を実施
女性部各支部
視察研修を実施

＜深川支部＞　7月3日

札幌市　

北海道大学植物園・札幌市円山動物園を見学

＜雨竜支部＞　7月2日

旭川市　

ハーバリウム製作体験、旭川鶏卵流通センター・

北鎮記念館を見学

＜多度志支部＞　7月3日

増毛町　

さくらんぼ狩り、国稀酒造(株)を見学

＜幌加内支部＞　7月9日
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部員交流会を開催

　6月17日、深川支所研修センターにて「青年部部員交流会」が開催され、8支部から部員59名と

JA職員9名の計68名が参加した。各支部の交流や意見交換の場として毎年開催しており、今年も昨

年と同様にミニバレーボール大会を行った。

　各支部混合チームで優勝を目指し、プレー中には笑顔がこぼれるなど部員同士交流を深めながら競

技を楽しんだ。「次期本部長チーム」が見事な連携を見せ優勝を勝ち取った。

　競技終了後は懇親会を行い、チームごとにそれぞれテーブルを囲み交流を深めた。

【営農企画課　石野】

　6月21日、秩父別町ファミリースポーツセンターでJA空知青年部連合会北ブロック第43回球技大会が

開催された。JAきたそらち青年部・JA北いぶき青年部・NOSAI道央・JA職員ら254名が参加し、12チー

ム対抗のソフトボール大会が行われた。参加者は日頃の疲れを忘れプレーを楽しみ、熱戦の結果JA北いぶ

き沼田支部が優勝し、JAきたそらち北竜支部が準優勝という結果になった。球技大会終了後は、秩父別町

ふれあいプラザで懇親会を行い日々の農作業などを話題に交流を深めた。

【営農企画課　石野】

農　業
振興部
農　業
振興部

JAきたそらち青年部JAきたそらち青年部 部員交流会を開催

JA空知青年部連合会
北ブロック球技大会
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農業
振興部
農業
振興部

　6月25日、深川市と妹背牛町で北育ち元気塾の第3回研修会が行われ、元気塾生7名が出席した。

　初めに当JA本所にて、空知農業改良普及センター北空知支所の普及職員より「幼穂形成期の管理と

いもち病防除」について講義と実習を受け、塾生は実際に稲の幼穂形成期の調査を行った。その後、(株)

菱農 深川店を訪問し、同店店長より田植機の整備点検について講習を受けた。また北海道農業士 関吉

淳氏（妹背牛町）を訪問し、複合経営の事例紹介「我が家の経営」の講話を受け、水稲無農薬栽培や法

人経営について学んだ。

【営農企画課　石野】

　7月3日、今年度当JA管内に設置を計画してい

るGPS基地局の説明会を営農センターで開催し、

当JA役職員や組合員など約60名が出席した。

　当JAでは以前より基地局の設置について検討を

進めており、スマート農業への関心や、ホクレンが

開発した『ホクレンRTKシステム』の利用により組

合員の負担軽減を図ることなどを目的に、JAきたそ

らち全域が利用条件に応じ全て対応できる様、基地

局を営農センター、北竜支所、幌加内支所等の3 ～

４か所に設置する計画をしている。基地局の設置に

伴い、職員には運営や管理方法など、組合員には基

地局のシステムや導入方法などを理解してもらおう

と、ホクレンから2名の技師を招き説明会を開いた。

　ホクレン資材事業本部の川上智義技師は、トラク

ターなどの作業経路をガイドするGPSガイダンス

システムについて、誤差が±2.5cmと高い精度の

測位を実現した『RTK測位方式』を使用することや、

導入を検討する際のポイントなどを説明した。

　また、ホクレン岩見沢支所営農支援室の四辻進一

技師は、ホクレンRTKシステム利用について、組

「北育ち元気塾」　第３回研修会を開催

GPS基地局設置に伴うホクレン説明会　開催GPS基地局設置に伴うホクレン説明会　開催
合員等の利用者とJA、ホクレンの3者が相互理解

のもと各々の役割と責任を分担し協力して自主運営

し、低コストの実現・利用機会の拡大を図っていく

運営体系であることや、基地局を利用する際の経費

などを説明した。

　農業振興部の遠藤康博部長は、「地域農業を取り

巻く環境は、高齢化による農家戸数の減少を背景に

『経営規模の大型化』『規模拡大による労働力不足』

等の様々な問題に直面している。スマート農業の導

入は問題解決のための一つの手法であり、今後、組

合員の積極的な基地局活用を期待したい」と今後の

展望を話す。

（ⓒよい食P）
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　昨年は、豪雨災害の影響で雨竜支所と北竜支所のみでの開催となった「組合員の集い」が今年は予定通り

開催されました。参加された組合員の皆様は忙しい農作業の合間に家族や仲間と楽しいひとときを過ごした。

各地区の特産品などが当たる抽選会では、青年部員が司会進行で盛り上げ、早食い競争などのアトラクショ

ンも行われた。

深川支所
音江地区 7/2

深川支所
納内地区 7/9

雨竜支所 7/11

深川支所
メム地区 7/8

深川支所
一已地区 7/10

北竜支所 7/18

各地区で開催組合員の集い組合員の集い
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　7月9 日、深川市陸上競技場で、陸上競技中距離のトップランナーが集まる「ホクレン・ディスタン

スチャレンジ2019」の深川大会が開催され、国内外の中・長距離ランナー約450人が参加した。道

内5 ヶ所を転戦して行われる同大会の第2戦目となる深川大会では、全20レースが行われた。ホクレ

ン陸上部からは宮内宏子選手や清水美穂選手など5名が出場し力走を見せた。

　今大会には、青山学院大学時代「3代目山の神」として活躍した神野大地選手（セルソース）など、

第一線で活躍するランナーも出場し、応援に駆け付けた観客から大きな声援と拍手が送られた。

各レースの優勝者には、同大会協賛のホクレンから北海道産米、深川市からは深川産メロンなどが贈呈

され、当JA の柏木孝文組合長やふかがわ肉牛組合の馬場勇二組合長などがプレゼンターを務めた。

ホクレン・ディスタンスチャレンジ2019ホクレン・ディスタンスチャレンジ2019
深川大会　開催深川大会　開催

プレゼンターを務めた柏木組合長神野大地選手（左から3人目）

　7月12日、多度志地区農業振興協議会主催の「2019　多度志町民の集い」が開催された。このイベ

ントは、町民が一同に集まる機会を作ろうと同協議会が企画し、今年度で３回目の開催となった。会場

には多度志そば部会のかけそばやＪＡ女性部のみそおでん、ＪＡフレッシュミズの焼きそば、フランクフ

ルト、ＪＡ青年部の焼き鳥などの屋台が並んだ。

　ステージでは小樽市出身のマジシャン「たっち」によるマジックショーや抽選会、早食い大会などが

行われ会場は終始賑わいを見せた。

多度志町民の集い多度志町民の集い
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音江年金友の会

　音江年金友の会（正田貞雄会長、会員452名）は、健康の増進と親睦を深めることを目的として、6月下

旬と7月上旬に恒例のゲートボール大会とパークゴルフ大会を開催した。

　6月27日、深川支所年金友の会（金谷義雄会長、

会員597名）が、石狩緑地パークゴルフ場でパーク

ゴルフ大会を開催した。当日は晴天に恵まれ絶好の

コンディションの中、会員41名が2コース、18ホ

ールを回った。参加者は日頃の練習の成果を発揮し、

親睦を深め楽しみながらプレーした。

※成績は下記のとおり

【金融共済深川支所　大島】

優　勝

準優勝

男性

増田　三郎さん

沖原　得一さん

女性

定岡里代子さん

村田　信子さん

　6月28日、ゲートボール大会が音江公民館前ゲートボー

ル場にて開催された。当日は気温が低く肌寒い一日となった

が、参加した会員14名は寒さを感じさせない熱いプレーを

繰り広げ、「沖里河チーム」が優勝した。大会後は、音江公民

館にて昼食を取りつつ歓談を楽しんだ。

　7月5日、パークゴルフ大会が石狩緑地パークゴルフ場に

て開催された。参加した会員15名は和気あいあいとプレー

を楽しみ、2時間ほどで3コース、27ホールを回った。男性

の部は吉澤恒夫さん、女性の部は吉澤幸子さんが優勝した。

【金融共済音江支所　梅村】

金　融
共済部
金　融
共済部

ゲートボール大会・パークゴルフ大会

6/28　音江公民館前ゲートボール場にて

7/5　石狩緑地パークゴルフ場にて

パークゴルフ大会パークゴルフ大会
深川支所年金友の会深川支所年金友の会
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納内年金友の会

　6月26日から27日の2日間、納内年金友の会（撫養 潔会長、会員342名）が研修旅行を実施し、会員

26名が参加した。

　１日目は、札幌市の「福山醸造トモエ」で醤油の製造工場を見学し、北海道産の原料・素材にこだわった

製法などの説明を受けた。宿泊先の「定山渓グ

ランドホテル瑞苑」では、長旅の疲れを温泉で

癒し、美味しい料理やカラオケで大いに盛り上

がりで楽しい一時を過ごした。

　２日目は、余市町の「柿崎商店 海鮮工房」

で新鮮な海鮮を昼食で頂き、「余市ワイナリー」

では工場を見学し芳醇な余市ワインを味わっ

た。

　参加した会員は、あっという間の２日間研修

旅行を大いに楽しみ親睦を深めた。

【金融共済納内支所　平山】

金　融
共済部
金　融
共済部 研修旅行を実施

空知管内JA野球大会

優　勝

　6月24日、26日に、石狩緑地球場と深川市民球場で開催された「第62回空知管内JA野球大会」でJA

きたそらち野球部が3年ぶり2回目の優勝を果たした。

　1試合目はJAながぬまと対戦し3回コールドで10対0、準決勝はJAピンネと対戦し4対0で勝利した。

迎えた決勝戦では、昨年の同大会で敗れ優勝を逃したJAいわみざわとのリベンジマッチとなり、2回に山

田（北竜支所営農課）の適時打で１点を先制、その後は息詰まる投手戦の末1対０で勝利し、優勝を飾った。

期待のルーキー堀口（雨竜支所営農課）は被安打2、

無四球の見事な完封勝利を収めた。

　表彰式では勝利監督賞を小島（深川支所深川米穀施

設課）、打撃賞を山田、最優秀選手賞を堀口が受賞した。

同部は空知管内を代表して、8月27日、28日に江別

市で行われる全道大会に出場する。

写真提供：平岡 篤氏（深川支所一已地区）
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幌加内支所

　青年部雨竜支部（田岡隼人支部長、

部員30名）による、雨竜町道の駅「田

園の里うりゅう」横の「田んぼアート」

が見ごろを迎えている。「田んぼアー

ト」は、毎年同支部が主食用やカラフ

ルな鑑賞用の水稲苗を使って巨大な絵

を作り出すもので、今年で11回目と

なる。

　同町立雨竜小学校の6年生が町の開拓130年をテーマに、町のカントリーサインにも描かれている雨竜沼

のミズバショウなどのデザインを考案した。

　6月12日に、青年部員22名とデザインを考えた児童10名、当JA職員などが手作業で田植えを行い、

10aの水田に緑（ななつぼし）と赤、白、黄の4色の苗、約1万

8千株を植えた。同支部の田岡支部長は、「児童と協力して作った

アートを見て頂くことで、雨竜町と『うりゅう米』のアピールに

なれば」と話す。

　アートの見頃は8月中旬まで続き、圃場横のやぐら（約5ｍ）か

らは鮮やかな彩りを見せる稲の芸術を一望することが可能となっ

ている。

　7月7日、ボランティア花菜（井上信子会長、会員13名）は、幌加内町役場前の花壇に花植えを行った。

同町役場前は、毎年9月に行われる幌加内町そば祭りの会場となっており、花を植えることで会場が少しで

も華やげばとの思いで花植えを実施した。

　幌加内高校より赤・白・黄・ピンク・オレンジの5色の花苗を提供してもらい、約18㎡の花壇に『レイワ（令

和）』という文字を描いた。お立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。

【幌加内支所　岩本】

青年部雨竜支部　「田んぼアート」今年もお目見え

幌加内町役場前で花植えボランティア

ボランティア花菜

雨竜支所
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昨年の深川焼肉フェスタの様子

今年も開催！！深川焼肉　　フェスタ
販売部 畜産課からのお知らせ

今年も開催！！深川焼肉　　フェスタ

チケットはJA販売部畜産課・ふかがわ
肉牛組合生産者で販売いたします。

『
発
声
』と『
構
音
』

医
療
法
人
社
団
　本
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
　院
長

本
　間
　
　
　裕

　
人
類
は
い
つ
か
ら“

話
し
こ
と
ば
“
を
使
い
始
め
た

の
で
し
ょ
う
か
？
人
類
学
的
に
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、文
字
の
発
明
よ
り
か
な
り
昔
か
ら“

話

し
こ
と
ば
“
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

“

話
し
こ
と
ば
“
の
使
用
は
、
も
っ
と
も
人
間
ら
し
い

営
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
し

ょ
う
。
人
間
だ
け
が
言
語
を
使
っ
て
意
志
の
疎
通
を
図

る
事
が
で
き
、
ま
た
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
集
団
で
共
通
の
言
語
を
使
う
こ
と
で
、
自
分
の
属

す
る
集
団
へ
の
帰
属
意
識
が
出
て
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
は
言
葉
の
通
じ
な
い
集
団
の
間
で
対
立
が

生
ま
れ
、し
ば
し
ば
争
い
に
至
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
し
、

こ
の
現
象
は
現
在
に
続
い
て
い
る
と
思
え
ま
す
。
先
代

か
ら
の
知
恵
の
伝
達
や
子
供
の
教
育
も
言
語
を
介
し
て

い
ま
す
。
イ
ン
ド
や
ア
ラ
ビ
ア
で
は
、
お
釈
迦
様
や
マ

ホ
メ
ッ
ト
の
話
し
た
内
容
が
お
経
や
コ
ー
ラ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と“

話
し
こ
と
ば
“
は
、

そ
の
後
に
発
明
さ
れ
た“

書
き
言
葉
“
と
共
に
、
人
類

の
文
化
的
発
展
の
原
動
力
と
思
え
ま
す
。

　
さ
て
、

“
話
し
こ
と
ば
“
の
も
と
と
な
る
音
声（
こ
え
）

は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
呼
吸

を
す
る
と
、
鼻
お
よ
び
口
か
ら
肺
ま
で
の“

気
道
“
に

空
気
の
流
れ
が
生
じ
ま
す
。
息
を
吐
く
と
き
に
、
肺
か

ら
口
に
向
け
て
送
り
出
さ
れ
た
空
気
が“

声
帯”

を
振

動
さ
せ
て
音
を
出
し
ま
す
。
こ
れ
が
『
発
声
』
で
す
。

声
帯
は
声
の
音
程
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
言
語
と
し
て
意
味
の
あ
る
音
が
作
ら
れ
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
声
帯
よ
り
口
側
に
あ
る
、
舌
、
軟

口
蓋
、
口
唇
、
頬
、
歯
な
ど
が
、
鼻
腔
、
口
腔
、
咽
頭

の
形
を
変
化
さ
せ
て
、
母
音
や
子
音
と
な
り
、
そ
の
結

果
言
葉
が
作
ら
れ
ま
す
。こ
れ
を『
構
音
』と
い
い
ま
す
。

発
声
と
構
音
が
ど
ち
ら
も
上
手
に
で
き
て
、
初
め
て
言

語
と
し
て
意
味
の
あ
る
音
が
作
ら
れ
る
の
で
す
。

　
発
声
は
、
こ
と
ば
の
元
に
な
る
音
を
作
る
の
が
重
要

な
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
歌
を
歌
い
あ
る
い
は
聴
く

こ
と
で
喜
び
や
悲
し
み
な
ど
の
感
情
を
呼
び
起
こ
し
ま

す
。
歌
手
の
歌
声
で
感
動
し
た
経
験
の
あ
る
方
も
多
い

で
し
ょ
う
し
、政
治
家
の
演
説
で
も
ま
た
し
か
り
で
す
。

声
帯
に
病
気
が
あ
る
と
、
う
ま
く
発
声
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
会
話
に
消
極
的
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
声
帯
の
病
気
に
は
喉
頭
炎
、
ポ
リ
ー
プ
、

喉
頭
が
ん
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
言
語
は
生
後
の
学
習
で
習
得
さ
れ
る
の
で
、
耳
が
聞

こ
え
な
い
と
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
日
本
語
が
話
さ
れ
て

い
る
社
会
で
育
っ
た
人
は
日
本
語
が
、
英
語
が
話
さ
れ

て
い
る
所
で
は
英
語
が
自
然
に
習
得
さ
れ
る
わ
け
で

す
。
生
ま
れ
つ
き
聞
こ
え
が
悪
か
っ
た
り
、
構
音
器
官

の
障
害
が
あ
る
と
こ
と
ば
の
発
達
が
妨
げ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
、
こ
の
予
防
や
対
策
も
重
要
で
す
。
ま
た
脳

血
管
障
害
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
中
枢
疾
患
に
よ

っ
て
構
音
障
害
が
生
じ
、
こ
と
ば
が
不
明
瞭
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
主
と
し
て
神

経
内
科
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
お
い
て
取
り
扱

わ
れ
て
い
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
は
聴
覚
と
発
声
器
官
、

そ
し
て
構
音
器
官
を
診
療
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
声

や
話
し
こ
と
ば
に
異
常
が
あ
る
時
は
、
ま
ず
耳
鼻
咽
喉

科
医
を
受
診
し
て
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

＜深川焼肉フェスタ詳細＞

日時：令和元年8月10日（土）

　　　開演　午後３時、抽選会　午後4時　※雨天決行

場所：JAきたそらち　一已町7丁目倉庫内

　　 （深川市一已字一已8093番地）

お問合せ：販売部畜産課　0164-26-0132

　ふかがわ肉牛組合主催の「深川焼肉フェス

タ」を8月10日（土）に開催します。この

フェスタは、ブランド化を目指す「深川牛」

を多くの方に味わっていただきたいと同組合

が2010年にスタートさせ、今年で10回目

を迎えます。チケットは１枚2,500円で、牛

肩ロース・ホルモンセットと交換となります。

当日は、「深川牛ロース ブロック10㎏」を

目玉に豪華賞品が当たる抽選会を開催します。

　夏のひと時に美味しい深川牛を堪能してい

ただきたいと思いますので、ぜひご参加くだ

さい。　　　　　　　　　　   【畜産課　蓑口】
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令
和
元
年
を
組
織
改
革
元
年
に

　
去
る
７
月
４
日
の
「
サ
ム
ラ
イ
塾｣

に

て
、
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
を
支

え
て
い
く
で
あ
ろ
う
主
査
７
名
の
サ
ム
ラ

イ
諸
君
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
タ
イ
ト
ル
は
「
管
理

職
に
求
め
ら
れ
る
仕
事
力
と
人
間
力｣

、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
「
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
を

担
う
一
人
と
し
て｣

で
し
た
。

　
彼
ら
は
ま
だ
実
際
に
は
管
理
職
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
の
将
来
を
大
き
く
嘱

望
さ
れ
て
い
る
方
々
で
す
。
そ
こ
で
あ
え

て
、
そ
う
し
た
期
待
を
こ
め
「
管
理
職｣

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
次
第
で
す
。
私
は

彼
ら
の
主
査
と
い
う
仕
事
と
、
課
長
な
り

に
な
っ
て
の
管
理
職
と
の
大
き
な
違
い
は

「
管
理
を
さ
れ
る
側
か
、
管
理
を
す
る
側

か｣

の
ど
ち
ら
に
身
を
置
く
か
で
あ
り
、

業
務
的
に
は
責
任
の
重
さ
や
、
み
る
べ
き

視
点
の
広
さ
の
違
い
等
が
あ
る
も
の
の
、

内
容
的
に
は
さ
し
て
変
わ
り
が
な
い
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
組
織
が
持
っ
て
い
る
大
き
な
機
能
に
は

「
仕
事｣

と
「
人｣

、
２
つ
の
側
面
が
あ
り
、

そ
の
機
能
を
受
け
て
、
管
理
職
は
高
所
か

ら
の
管
理
を
、
主
査
は
よ
り
現
場
に
近
い

監
督
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
私
は
係
長
な
り
主

査
の
立
場
は「
管
理
者
で
は
な
い
も
の
の
、

将
来
の
管
理
者
予
備
軍
と
し
て
、
管
理
者

に
な
る
為
の
勉
強
の
期
間｣

と
位
置
づ
け

な
が
ら
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
そ
の
研
修
の
中
で
、
経
営
理

念
の
話
し
に
な
っ
た
時
、こ
の
５
月
に「
Ｃ

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｏ ｣

が
作
成
さ
れ
全
職
員
に
配
付

さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
ま
し
た
。「
Ｃ
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｏ｣

と
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
れ
は
職
員
の
方
々
が
、

い
つ
も
気
軽
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ポ
ケ
ッ

ト
判
に
し
た
職
員
が
知
っ
て
お
く
べ
き
、

組
織
人
と
し
て
の
心
構
え
等
が
書
か
れ
た

理
念
カ
ー
ド
で
す
。
例
え
ば
身
近
で
い
え

ば
、
砂
川
市
に
あ
る
お
菓
子
の
「
ホ
リ
グ

ル
ー
プ｣

も
こ
れ
を
社
員
の
必
携
と
す
る

こ
と
で
共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
貴
Ｊ
Ａ
の
「
Ｃ
Ｒ
Ｅ

Ｄ
Ｏ｣

の
内
容
で
す
が
経
営
理
念
か
ら
始

ま
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
共
有
価
値
観
な
ど
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
が
並
ん
で
い
ま
す
。

更
に
職
員
個
々
の
段
階
ま
で
落
と
し
こ
ん

だ
の
が
行
動
原
則
で
す
。「『
自
律
利
他
』

『
自
立
主
体
』
を
重
ん
じ
行
動
し
ま
す｣

と

あ
り
ま
す
。
各
人
が
こ
れ
で
動
い
て
く
れ

た
ら
立
派
な
組
織
に
な
る
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
こ
う
し
て
理
念
カ

ー
ド
が
渡
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
職
員

個
々
は
互
い
に
こ
れ
に
向
か
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
サ
ム
ラ
イ
の
諸

君
が
、
肝
心
な
経
営
理
念
な
ど
が
残
念
な

が
ら
満
足
に
い
え
ず
、「
ぜ
ひ
、
次
回
ま

で
に
は
明
確
に
い
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い｣

と
注
文
を
つ
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
５
月
に
長
年
続
い
た
平
成
が
令
和
へ

と
元
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。
奇
し
く
も
職

員
の
方
々
に
「
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｏ｣

が
渡
さ
れ

た
月
と
同
じ
で
す
。
と
し
た
ら
「
令
和
元

年
を
組
織
改
革
元
年
に｣…

そ
う
し
た
思

い
で
、
職
員
は
も
と
よ
り
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
も
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
良
い
Ｊ
Ａ

を
、
そ
し
て
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
の
関
係

強
化
を
目
指
す
ス
タ
ー
ト
の
年
度
に
し
た

い
も
の
で
す
ね
。

　
そ
れ
で
は
ま
た
、
出
来
秋
の
頃
に
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第３回第３回

【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を結び、人を育む」など多数。
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通常金利　　　　　　　（借入期間 5 年の場合）ところ
今なら 100 万円以上のお借入で JA バンク利子補給により

１．８０％１．８０％

０．８０％０．８０％3年間

借入対象者

お使いみち

お借入金額

ご返済期間

ご返済方法

保 証

当 JA の 正組合員（ 正組合員が構成員となる団体を含む）

農機具の購入・パイプハウス・農機具格納庫の建設資金・残存期間 10 年以内
の他金融機関の農機具ローン借換資金、農機具修理等

事業費の範囲内

原則 1 年以上 10 年 以内
（他金融機関の農機具ローンの 借換資金場合は、当初借入期間の残存期間以内）

原則として元金均等返済とします。

原則、北海道農業信用基金協会の保証が必要となります。
別途、保証料がかかります。（0.30% ～ 0.40%）

金融共済部 融資課からのお知らせ

JAフルスペックローンJAフルスペックローン

本 所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6618
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

格納庫建設にも
対応可能！

農機具購入、農機具修理等も
対応可能！

他金融機関の農機具ローン、
メーカークレジット借換推進中！
ご相談は各店舗窓口へ！
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新 風新 風
農家後継者氏

名

年

齢

就
農
年

地

区

経
営
面
積

☆
目
指
す
農
業

佐
藤
　
マ
ル
コ
　
さ
ん

21
歳

平
成
30
年
２
月

深
川
支
所
　
音
江
地
区

経
営
主
　
佐
藤 
マ
リ
ア
ジ
ェ
ン
マ
マ
ー
ベ
ラ
　
さ
ん

　０
・
８  

ha

（
そ
ば
・
胡
瓜
）

さ
と
う

ま
る
こ

　
農
業
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、
高
校
３
年
間
の
授
業
を

通
し
て
作
物
の
生
育
・
栽
培
方
法
を
学
ん
だ
事
で
、
就
農

の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
農
業
の
楽
し
さ
を
教
え
て

く
れ
た
高
校
の
先
生
方
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
将
来
の
夢
と
目
標
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
美
味
し
い
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
胡
瓜
を
作
る
事
で
す
。
そ
の
為
に

は
、
多
く
の
先
輩
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
半
人
前
の
自
分
で
す
が
、
１
日
で
も
早
く一人

前
の
経
営
者
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

農家後継者☆
目
指
す
農
業

　
今
年
か
ら
就
農
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な

い
事
ば
か
り
で
す
が
、
地
域
の
先
輩
・
仲
間
、
生
産
部
会

等
の
先
輩
か
ら
農
業
経
営
に
関
す
る
様
々
な
事
を
学
び
、

将
来
自
分
が
目
指
す
経
営
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
な
に
よ
り
、
父
が
築
い
て
き
た
経
営
を
一
か
ら
学
び
、

さ
ら
な
る
規
模
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、新規就農希望者を受け入れていただける生産者を募集しております。興味があ

る方は、下記にお問い合わせ願います。

　また、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集も実施しておりますので、お気軽にご

相談下さい。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html

氏

名

年

齢

就
農
年

地

区

経
営
面
積

吉
田
　
隆
雄
　
さ
ん

19
歳

平
成
31
年
４
月

深
川
支
所
　
音
江
地
区

経
営
主
　
吉
田
　
秀
一
さ
ん

　１
・
８  

ha

（
そ
ば
・
胡
瓜
）

よ
し
だ

た
か
お
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農業振興部からのお知らせ
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経済部 燃料課からのお知らせ

開 催 日   8月24日(土)～25日(日)開 催 日   8月24日(土)～25日(日)

予告予告

最新のガス・暖房器具など、お買い得商品を多数ご用意してお待ちしております最新のガス・暖房器具など、お買い得商品を多数ご用意してお待ちしております

空知ガス（株）ショールーム　ガスハウス 【LiPPL】
深川市２条４番７号
℡　0164-22-6611
http://mypage.fukanavi.com/sora_gas/index.html

開催場所　深川市2条4番7号　空知ガス（株）開催場所　深川市2条4番7号　空知ガス（株）

今年もやります！
来場者プレゼント！
成約者プレゼント！

焼き鳥・フライドポテトなども販売します！

今年もやります！
来場者プレゼント！
成約者プレゼント！

焼き鳥・フライドポテトなども販売します！

今年もやります！
来場者プレゼント！
成約者プレゼント！

焼き鳥・フライドポテトなども販売します！

今年もやります！
来場者プレゼント！
成約者プレゼント！

焼き鳥・フライドポテトなども販売します！

主催
空知ガス（株）

主催
空知ガス（株）

ＪＡきたそらち
ＪＡ北いぶき
株式会社セキ

（有）マルシメ川嶋商店
（有）高橋商店

来 て 見 て
ガス展 ２０１９
来 て 見 て
ガス展 ２０１９
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　ＪＡグループ北海道は、6月 13日に吉川農林水産大臣、森山ＴＰＰ等対策本部長をはじめとした自民党農
林幹部、道内選出与野党国会議員に対し、日米貿易協定交渉に関する生産現場の不安や懸念を訴えるための要
請を行いました。要請には、ＪＡ北海道中央会、連合会の役員ら約20名が参加しました。トランプ大統領が
ＴＰＰには縛られないことや、期限ありきの合意について言及したことを受け、生産現場で戸惑いが広がって
いることから、改めて国内農業に与える影響を検証し、期限ありきの交渉を行わないことなどを求めました。
　吉川農林水産大臣からは、農業関係についてしっかり守る考えがあるこ
とや、森山本部長からは、早期の合意に関して否定的な見方が示された他、
野村農林部会長からは、昨年9月の日米共同声明以上のものにはならない、
といった発言がありました。今後も、北海道の農家、組合員が安心して営
農できるよう取り組んで参ります。

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　毎年６月、ＪＡバンクで年金をお受取りされている
方を対象に、窓口で「招福ようかん」をプレゼント
する「年金感謝ウィーク」を開催しています。今年
は、6月 10日～28日の期間で開催しました。期
間中、北海道警察と連携して、特殊詐欺被害防止
に向けた合同の啓発活動を全道6ＪＡ（6店舗）で
実施しました。ＪＡバンク北海
道は、地域住民の暮らしや財産
を守る地域貢献活動に引続き取
組んで参ります。

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済連は、（一財）北海道交通安全協会に飲
酒運転撲滅うちわ 5万本、（公社）北海道交通安
全推進委員会に夏の交通安全運動ポスター9千枚・
チラシ 5万枚を寄贈しました。「全道小・中学生
交通安全ポスターコンクール」2018 年度入賞作
品が掲載されており、全道各地で掲示やイベント
会場で配布される予定です。この
ような活動で地域住民の安全意識
の高揚を図り、安心と安全の地域
づくりに貢献してまいります。

ホクレン
　ホクレンは首都圏の主婦層を対象に4月 25日か
ら27日までの期間で東京ビッグサイトにて開催され
た「第 12回ホビークッキングフェア」の手作り料
理イベント「ふれあいクッキング☆スタジアム」に
出展し、北海道産馬鈴しょでん粉 100%の顆粒片
栗粉「とろりんぱっ」をＰＲしました。約 180名を
超える主婦の皆様が「とろりんぱっ」を使った「カ
リカリ豚丼」の作り方を体
験し、同商品の手軽さに驚
き声をあげていました。

ＪＡ北海道厚生連
　遠軽厚生病院では、新たな健診（オプション）
として、膵臓・胆のうドック及び乳腺エコー検査
を開始いたします。受診できる人数については限
りがございますが、皆さまの健康のお役に立てる
よう今後もニーズに合った検診を提供していきた
いと思います。
　詳細は、病院へお
問い合わせいただく
かホームページ等で
ご確認ください。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

七月俳句七月俳句七月俳句

6月号の正解は
「アジサイ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　鈴木恵美子　様
深 川 市　　三好　友恵　様
幌加内町　　中山　春江　様 【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号

　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

応募方法

【タテのカギ】
２
3

4
5

7
9
12
14

15
17

20

22
24

水をあびること
げっ歯類の小型動物、歯が鋭
く尾が丸くて太い
「暁」
野球で、打数に対する安打の
比率
米を作るために植えられる草
地球の緯度0度を示す線
太陽が沈む方角
熱帯のように夜になっても涼
しくならず、寝苦しい夜
腕の関節部分
サクラマスと同種で、降海せず
に一生を河川で暮らす魚
学校の歌として正式に定めら
れたもの
快晴の日の空の色
日本古来の製法による手すき
の紙

1
6

8
10
11

13

16
18
19
21

22

23

25

26

黄色がかった緑色
目隠しをして、棒でスイカを打
ち割る遊び
寝ている間にかく汗
体温計で計るもの
水着の中でも特に露出度が高い
ツーピースの女性用水着
臼に入れた餅をつくときに用い
る木製の道具
土や砂
魚を釣ること
四季折々の気候、○○○の挨拶
目の上下にあり、目を開いたり
閉じたりする皮
天気の一種、雲から降る水のし
ずく
動かすことが出来ないほどの大
きな石 
プランクトンの大量発生で海水
の色が赤や茶色に変わる現象
大豆や緑豆を水につけて、暗い
ところで芽を出させたもの

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ハガキ・ＦＡＸで①クイ
ズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を記
入の上ご応募下さい。
締切8月31日消印有効で当選者とクイズの答えは10月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
雨
降
ら
ば
い
よ
よ
彩
濃
く
草
茂
る
　
　
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
畑
を
打
つ
農
夫
ま
る
ご
と
日
を
ま
と
い
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
茄
子
漬
や
姑
に
近
づ
く
そ
の
色
に
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
空
ひ
と
つ
世
界
と
つ
な
ぐ
虹
の
橋
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
さ
く
ら
ん
ぼ
小
さ
き
ほ
ほ
を
ふ
く
ら
ま
せ
　
　
松
木
　
五
月

　
夏
め
く
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
リ
ズ
ム
音
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
腰
お
ろ
す
背
中
を
過
ぎ
る
風
涼
し
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
早
稲
の
田
に
只
立
ち
つ
く
す
離
郷
人
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
四
葩
咲
き
会
話
の
弾
む
老
夫
婦
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
子
育
て
の
バ
ト
ン
は
子
等
へ
金
魚
草
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
青
田
風
重
ね
重
な
り
山
を
押
す
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
遠
き
雨
消
え
て
は
な
ら
ぬ
雲
の
峰
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
亡
き
父
の
一
徹
愛
す
山
わ
さ
び
　
　
　
　
　
　
佐
光
久
美
子

　
朝
刊
に
俳
句
の
記
事
や
薄
暑
来
る
　
　
　
　
　
杉
本
　
隆
文

　
葉
桜
や
年
毎
に
減
る
ク
ラ
ス
会
　
　
　
　
　
　
高
田
　
紀
子

●
土
筆
俳
句
会

　
痩
せ
犬
に
戯
れ
る
ご
と
夏
の
蝶
　
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
老
鶯
の
声
や
山
容
ゆ
る
び
た
る
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
巨
像
曳
く
揃
い
の
法
被
葱
坊
す
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
朱
実

　
歓
声
に
庭
盛
り
上
が
る
芝
桜
　
　
　
　
　
　
　
引
地
紀
代
子

　
鏡
台
の
母
の
香
水
明
治
の
香
　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
夏
祭
買
ふ
は
一
つ
と
母
子
連
れ
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
お
お
さ
か
の
テ
ニ
ス
敗
退
薄
昼
寝
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D

1 2 3 4 4 5 5

6 7

8 9 10 7

13 11 12 11 13 14

15 17 16 17 18

19 20 19 21

24 22 23 24

25 26

D

C

A

B
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１．関係団体等諸会議について

２．第1四半期監査報告について

３．令和元年度　内部監査結果定期報告

４．令和元年度　上半期決算実地棚卸立会計画について

５．組合員の加入脱退について

６．財務報告及び事業実績について

７．職員の人事について

８．固定資産の取得・修繕・処分について

９．貸出金の貸付報告について

10．平成30年産「収入減少影響緩和対策交付金」の

実績について

11．農作物生育状況（6月15日現在）について

12．令和元年度 ＪＡ検査員配置体制と秋作業人員体

制について

13．令和元年産米 作付面積・出荷契約・特定米穀予

約申込状況について

14．令和元年産 畑作物作付状況について

15．令和元年産 小麦取扱いについて

16．令和元年産 玄そば出荷契約数量について

17．畜産販売実績について

18．青果・花き集荷販売実績について

19．令和元肥料年度 肥料価格の設定について

20．令和2年度　春肥料及び温材予約推進の実施に

ついて

21．令和元年　温床資材予約奨励金の支払について

22．経済部事業実績について

議案第１号　平成30年度　決算監査に対する回答に

ついて

議案第２号　出資金の持分譲渡について

議案第３号　出資金持分相当額の仮払について

議案第４号　貸出金の貸付決定について

議案第５号　令和元年度「農地耕作条件改善事業」

の実施に伴う入札業者の選定について

第７回理事会 〈令和元年６月２７日開催〉

提
出
議
案

組合員の動き
（令和元年6月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,387
85

6,006
330
1,003

当月末
24
0
35
0
13

脱退
９
0
53
1
1

加入
1,402
85

5,988
329
1,015

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和元年６月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

60,298kWh 発電電力

○累計（H30.12～R1.６）

317,608kWh
9,163kWh

11,559kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 ＋

80,819kWh

27,541kWh

報

　告

　事

　項
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金融共済部 融資課からのお知らせ
（22）


